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お名前

Tel. E-mail

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

ご所属 役職名

◆  3月 15日（木）までに、電子メールまたはFAXで、上記 COC企画運営部事務局までお申し込みください。
　   なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。
◆  障がいのある方等で支援の必要な方は、２週間前までにその旨をお書き添えください。

＜お問合せ・参加申込み先＞ 愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820 定員 100 名（先着順） Tel: 089-927-8964

愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」

平成 29 年度　愛媛大学 COC 公開講座 in 内子町

【主催】 愛媛大学　【共催】 内子町　
◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

100 名（先着順）

参加無料

＜プログラム　詳細＞ 
13:30 ～ 13:40　主催者挨拶　愛媛大学理事・副学長　社会連携推進機構長　仁科　弘重
13:40 ～ 13:50    共催者挨拶　内子町長　稲本　隆壽 氏
13:50 ～ 15:20    講演 　「これからのあるべき自治会活動」 
　　　　　　　 愛媛大学社会連携推進機構教授　前田　眞

13:30 ～2018. 3.19（月）
会場 : 内子自治センター　多目的ホール

※受付開始 13:00

（喜多郡内子町内子 3427 番地）

　　この度、 愛媛大学 「地 （知） の拠点整備事業 （COC, Center of Community 事業）」 では、 「これからのあ

るべき自治会活動」 をテーマに、 内子町で初めての COC 公開講座を開催することになりました。

     今日、 少子高齢化による世帯の縮小が進むなかで、 自治会においては、 多様な条件を抱える住民に対

応できる活動を行うことが求められるようになってきています。 住民ひとりひとりが興味を持って、 自分たちの

住む自治コミュニティをいい環境にしていくための自治会活動について、 考える機会にしたいと思います。 講演

では、 具体例や課題や問題に対しての成功事例などをお話しします。

～ これからのあるべき自治会活動 ～

筏流し（川登⾃治会） 愛⼤⽣による伝統⽂化「お練り」の継承
      （⾅杵⾃治会）

⽉を愛でる会（⽴⽯⾃治会）


